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１．はじめに 

2011年 3月 3日の東北地方太平洋沖地震では，

激甚な津波被害だけでなく，広範な地域で土砂災

害が発生した。砂防学会では「東北地方太平洋沖

地震災害調査委員会」を組織し，この地震による

土砂災害と今後発生する可能性の高い海溝型地

震による土砂災害について，調査を進めている。

本委員会の第 1 班（歴史地震）では，過去の海溝

型地震による土砂災害の事例の収集・整理を進め

てきたので，現時点の調査結果を中間報告する。 
 
２．海溝型地震による土砂災害分布 

 第 1 班（井上公夫・島田徹・森島成昭・土志田

正二・藤原伸也・斉藤仁）では，最初に宝永地震

（1707），安政地震（1854），大正関東地震（1923），
東北地方太平洋沖地震（2011）などの海溝型地

震による土砂災害の発生地点を既往文献や市

町村史，史料などによって調査した。表 1 は現

在調査中の 9 つの海溝型地震である。 
図 1 は上記 4 つの海溝型地震による土砂災害

の分布図である。紀伊半島地域についても調査し

ているが事例は極めて少ない。2 月 2～4 日に紀伊

半島の明治 22 年（1889）災害の現地調査を実施

した際に市町村教育委員会などで尋ねたが，海溝

型地震の事例を示す史料は収集できなかった。 
中村ほか（2000）などによる内陸直下型地震の

土砂災害分布図などと比較すると，海溝型地震で

は広範囲に土砂災害が発生している。 
 
３．四国・仁淀川で最近見つかった事例の紹介 

宝永地震による仁淀川

中流・舞ヶ鼻の天然ダム

と 6 か所の石碑について

は，井上・桜井（2009）
や井上・山本（2012）で

紹介した。「石碑（湛水標

高 61m）より下部には家

を建てるな」と言い伝わ

っている。現在でも越知

盆地の土地利用に反映さ

れ，61m より低い地域に

は人家は存在せず，水田

が広く分布している。越

知町柴尾地区などでは，

石碑を洗浄して文字をは

っきりさせ，説明看板を

取り付けた。2011 年 10
月 23 日に越知町の吉岡

町長や地元の方も多く参

加し，説明看板の除幕式

が行われた。 

 
この除幕式の際に山本武美氏から「舞ヶ鼻から

2km 上流の横畠東の斜面で，大規模地すべりが発

生し，仁淀川が河道閉塞した」という情報が寄せ

られた。このため，高知大学の横山俊治教授など

と一緒に現地調査を行った。図 2 は現地調査結果

をもとに，横畠東の地すべり地と対岸の宮地の地

質状況を示したものである。横畠東地すべりの滑

落崖には，ジュラ紀のチャートの巨礫が集中する

が，チャートの連続した地層は存在しない。滑落

崖にはチャートブロックが分布し，地すべり移動

体にも点在する。地すべり移動体は「砂岩＞泥質

岩」である。チャート巨礫は滑落崖に露出したチ

ャートブロックの崩壊で発生したと考えられる。 
横畠東地区の対岸・宮地地区には，チャートの

巨礫を含む堆積物が存在する。堆積物分布域の基

岩は物部川層群からなり，チャート巨礫は異地性

であり，対岸の横畠東のチャート巨礫と同サイズ 
である。したがって，横畠東から大規模で急激な 

 

図 1 4 つの海溝性地震による土砂災害分布 

表１．調査中の海溝型地震一覧表
　 震源 位置 ﾏｸﾞﾆ 震源 最大
番 北緯 東経 ﾁｭｰﾄﾞ 深度 震度
号 （度） （度） Ｍ （㎞） S１
1 五畿七道 33.0 135.0 887.8.26 8.0 - 8.5
2 宝永 33.2 135.9 1707.10.28 8.6 Ⅵ
3 安政東海 34.0 137.8 1854.12.23 8.4 Ⅵ
3 安政南海 33.0 135.0 1854.12.24 8.4 Ⅵ
4 大正関東 35.3 139.1 1923.9.01 7.9
5 昭和東南海 33.6 136.2 1944.12.07 7.9
5 昭和南海 32.9 135.8 1946.12.21 8.0
6 新潟 38.4 139.2 1964.6.16 7.5 34
7 宮城県沖 38.2 142.2 1978.6.12 7.4
8 北海道南西沖 42.8 139.2 1993.7.12 7.8
9 東北地方太平洋沖 38.1 142.9 2011.3.11 9.0 24

平成23年版理科年表をもとに作成，
9は防災科研強震観測網(K-NET, KiK-net)から引用
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